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平成 29 年３月期第２四半期連結業績予想と実績との差異、通期連結業績予想の修正、 

繰延税金資産の取崩し及び剰余金の配当と配当予想の修正に関するお知らせ 

  

 平成 28 年４月 28 日に公表した平成 29 年３月期第２四半期の連結業績予想と、本日公表の実績に差

異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。併せて、平成 29 年３月期通期連結業績予想

の修正、繰延税金資産の取崩し及び剰余金の配当と配当予想の修正についてお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 29 年３月期第２四半期連結業績予想と実績との差異 

（平成 28 年４月１日～平成 28 年９月 30 日)  

             
営業収益 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

     233,000 

  百万円 

     3,750 

  百万円 

     3,900 

  百万円 

     1,200 

  円 銭 

      28.46 

実績（Ｂ） 214,584 2,896 3,855 △189 △4.49 

増減額（Ｂ）－（Ａ） △18,416 △854 △45 △1,389 － 

増減率（％） △7.9 △22.8 △1.1 －  － 

（参考）前期第２四半期実績 

 （平成28年３月期第２四半期） 
 237,417 4,598 5,518 2,371 56.22 

 

２．平成 29 年３月期通期連結業績予想の修正（平成 28 年４月１日～平成 29 年３月 31 日) 

             
営業収益 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
   百万円 

     470,000 

  百万円 

     10,000 

  百万円 

     10,200 

  百万円 

     4,000 

  円 銭 

      94.86 

今回修正予想（Ｂ） 430,000 7,500 8,700 1,500 35.57 

増減額（Ｂ）－（Ａ） △40,000 △2,500 △1,500 △2,500 － 

増減率（％） △8.5 △25.0 △14.7 △62.5  － 

（参考）前期実績 

 （平成28年３月期） 
 469,816 9,057 10,003 2,699 64.01 

 



３．差異及び修正の理由 

 当第２四半期は、日本発を中心に航空貨物の厳しいマーケット環境が継続したことに加え、南アジア・

オセアニアにおいて、新興国経済の成長鈍化の影響がみられました。併せて、繰延税金資産の一部を取

崩したこと等により、各段階損益において予想と実績とに差異が生じました。 

 通期の連結業績予想につきましても、当第２四半期の業績を勘案するとともに、第３四半期以降も不

透明な事業環境が懸念されることから、上記のとおり修正いたします。 

 

４．繰延税金資産の取崩しについて 

 今後の業績動向を勘案し、繰延税金資産の回収可能性を検討した結果、当第２四半期連結会計期間

において繰延税金資産の一部を取崩し、法人税等調整額に 1,433 百万円を計上いたしました。 

 

５．剰余金の内容 

 決定額 
直近の配当予想 

（平成28年４月28日公表） 

前期実績 

（平成28年３月期第２四半期） 

基準日 平成28年９月30日 同左 平成27年９月30日 

１株当たり配当金 ９円00銭 10円00銭 10円00銭 

配当金総額 380百万円 － 422百万円 

効力発生日 平成28年12月５日 － 平成27年12月４日 

配当原資 利益剰余金 － 利益剰余金 

 

６．配当予想の修正の内容 

 １株当たり配当金（円） 

基準日 第２四半期 期末 合計 

前回予想 

（平成28年４月28日公表） 
10円00銭 10円00銭 20円00銭 

今回修正予想 － ９円00銭 18円00銭 

当期実績 ９円00銭 － － 

前期実績 

（平成28年３月期） 
10円00銭 10円00銭 20円00銭 

 

７．剰余金の配当及び配当予想の修正の理由 

 当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営の最優先課題の一つと認識しております。利益配分は、業績

の許す限り、安定した配当の実施を基本としております。また、当社グループの事業展開と成長を図ることで企

業価値向上を目指し、株主への利益還元を一層充実させていくことを基本方針としております。 

 平成 29 年３月期の配当につきましては、本日公表しました平成 29年３月期第２四半期連結業績及び通期連

結業績予想を勘案し、中間配当を９円としました。期末配当予想については９円とし、年間配当予想を 18 円に

修正いたします。 

 

（注）上記の予想は現時点において入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要

素を含んでおります。実際の業績等は、今後の様々な要因によって予想と異なる場合があります。 

 

以上 

 

 


